
　　　　　　 [五百羅漢図 　第七集] 

　第七集をお届けします。（2017年8月）
　　　　第六集までは「電子美術館別館」に移動しました。
　　　「五百羅漢寸感（鎌倉俊文）」は、このページの最後にあります。
　　　　画像は1枚ごとに拡大表示できます。
　和紙、33 cm×27 cm　「水墨」
　制作は、2017年5月

　五百羅漢図　　第七集　（29枚） 　
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　　　　　五百羅漢(7-17) 　　　　　五百羅漢(7-18) 　　　　　五百羅漢(7-19) 　　　　　五百羅漢(7-20)

　

　　　　　五百羅漢(7-21) 　　　　　五百羅漢(7-22) 　　　　　五百羅漢(7-23) 　　　　　五百羅漢(7-24)

　

　　　　　五百羅漢(7-25) 　　　　　五百羅漢(7-26) 　　　　　五百羅漢(7-27) 　　　　　五百羅漢(7-28)

　

　　　　　五百羅漢(7-29)

　　　　　　・・・　五百羅漢寸感・・・　　　　　 （鎌倉俊文）
　真言宗豊山派、若穂牛島の安楽院本堂に五百羅漢図を奉納仕終わったのは、あれは四、五年前のことだった
ろうか。
　毎年、十六羅漢図を一点ずつ、三十一年かけて描いたものである。住職の池田俊栄師は、高校の同級生であ
った。
　　　16×29＝464体、　18×2＝36体、　合計 500体
という計算である。

　また、これは硝子絵、横長額であって、唯今、本堂向かって左右面に何段にもかかげられている。
　その後、油彩の不動明王と地蔵菩薩をお届けした。

　そもそも羅漢さんを描き始めたのは40年以上前のこと。きっかけは忘れてしまったが、実物の五百羅漢を見
たのは、川越、喜多院の群像と憶えている。石彫のラカンさん達は様々な姿態と表情で、私を迎えて下さった
ものだ。
　十六羅漢のお名前は判っているものの、私はこだわらなかった。簡単に、仏道修業の大勢の坊主に過ぎな
い。いや、坊主とさえ言えない。
　唯、一個一個独立した人達の群像である。また、沢山描くと云うことの典型的な例である。
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　昨年の暮に描き始めて今回の五百羅漢図、第八集、まで来ているが、近い将来、大判の五百羅漢図を描くた
めの手習いの心算で始めたもので、実に気楽に描くことが出来るのである。かしこまるとやる気を失う私の我
がままにとって、真に都合がよい。墨と筆と和紙と云うとりあわせと、線描（これが白描）にかぎる。この
他、何の制約もないのだから。
　しかも手が止まる迄、と云う訳だから、楽しくて仕方がないものらしい。

　本を読み、虚鐸を吹き、朝少し走って、白描。なかなかいい生活じゃないか、と思わぬこともない。九月に
は吉田章二さんとの二人展が控えている。もうひとつ、作品制作を加えよう。 　

　既に第八集まで、手元にお預かりしています。今後も順次アップする予定です。お楽しみに。
　鎌倉さんによれば「第九集まで描いて、そこから何かが生まれて来ることを期待している。
　　　　　　　　　　そうなったら、本格的に新たな五百羅漢にとり組む事になりそうだ」とのことです。
　描いている画家の、バイタリティー、迫力に圧倒されます。

　第八集もお楽しみに。
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